
決算書掲載頁　121

身近な地域における相談支援体制を整備する。
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委託 平成18年度以前 障害者総合支援法、身体障害者福祉法、知的障害者福祉法

障がい者手帳所持者等　6,000人

関係機関との連携を強化し、引き続き適切な支援に努める。
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障がい者の社会参加の促進を図る。
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指定管理 平成元年度

あかみね利用者　20,000人

引き続き市立障がい者福祉センターを適切に管理運営していくとともに、障がい者の支援拠点として、日常生活や社会生
活を適切に支援する。
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細事業：相談支援事業                             

１．障がい者相談支援事業 

(1) 障がい者相談支援事業（河内長野市社会福祉協議会に委託） 

基幹相談支援センター「ピアセンターかわちながの」において、生活相談、ピアカウンセリング、在宅サ 

ービスの利用援助、情報の提供、就労相談及び関係機関とのネットワークの推進などの事業を実施した。 

地域自立支援協議会（構成機関 23機関）において、関係機関の連携を図り、全体会議、サービス調整会 

議を開催した。また、就労相談支援を推進するため、就労支援部会を定期的に開催した。 

相談件数 4,336件    利用延べ人数 4,148人   委託料  25,372,240円 

  (2) 障がい者相談支援事業（大阪府障害者福祉事業団に委託） 

相談支援事業所（地域支援センターかーな）において、知的障がい児・者又は家族等からの相談や必要な

情報提供、障がい福祉サービスの利用支援等を行い、相談支援機能の強化を図った。 

相談件数 11,756件    利用延べ人数 4,288人   委託料  12,121,000円 

２．地域活動支援センター事業（つばさの会に委託） 

地域活動支援センターⅠ型として、相談支援専門員を配置し、精神障がい者相談支援事業とあわせて、創作 

的活動、生産活動の機会の提供等の基礎的事業を実施した。 委託料 16,770,000円 

(1) 相談支援事業   相談件数 2,820件  利用延べ人数 2,515人 

(2) 基礎的事業    利用延べ人数 5,169人 

３．精神障がい者地域支援事業（つばさの会に委託） 

   在宅精神障がい者の社会参加、社会復帰を図るため、グループ活動事業を行った。 

実施回数 50回    参加延べ人数 201人     委託料 490,000円 

４．社会参加促進活動事業（大阪府障害者福祉事業団に委託） 

 障がい者に対して、週末等における社会参加活動の場を提供し、南河内地域の障がい者との交流を図った。 

    参加延べ人数 155人   委託料 840,000円  

細事業：市立障がい者福祉センター管理運営事業                             

１．障がい者福祉センター事業（河内長野市社会福祉協議会に委託） 

市立障がい者福祉センター「あかみね」において、障がい者の社会参加促進を図りながら地域社会と有機的

に結びついた在宅障がい者のデイサービス事業等を実施した。  委託料    78,264,089円  

(1) デイサービス事業の実施 

障がい者の自立の促進、生活の改善、身体機能の維持向上等を図ることができるよう、機能訓練、医療・

福祉・生活相談、クラブ・教室・レクリエーション事業等の創作的活動の提供を行った。 

＜利用延べ人数＞                （単位：人） 

区  分 障がい者数 健常者数 合 計 

ク ラ ブ 等 5,788 5,177 10,965 

貸   室 1,277 2,596 3,873 

一   般 678 32 710 

合  計 7,743 7,805 15,548 

(2) 生活介護事業 

常時介護を必要とする医療的ケアが必要な重度の在宅障がい者に対して、日中活動をする上で必要な

排泄、食事、移動の介護を行うとともに、嘱託医師や理学療法士の指導のもと機能訓練を実施した。ま

た、喫茶コーナーの運営、名刺・はがき等のパソコン印刷の受注、手工芸品の作成等の作業訓練を実施

した。 

通所者数  20人      通所延べ人数  3,242人 


